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正十五角形内部の正三角形の回転 

 

 下の図のように，正十五角形の内側に，一辺の長さが６㎝の正三角形ＡＢＣがあり，頂点がぴったり重な

っています。時計回りに正三角形ＡＢＣを，頂点が正十五角形の頂点と重なるまで回転し，以降も同様に時

計回りに回転し続けます。頂点Ａが最初の位置に戻ったら，回転を終えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の問いに答えなさい。ただし，円周率は３.１４とします。 

 

（１）Ａがえがく線の長さは何㎝ですか。 

 

（２）Ａがえがく線だけで囲まれる部分の周りの長さは何㎝ですか。 
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正十五角形内部の正三角形の回転 （１）５０.２４㎝ （２）３７.６８㎝ 

 

（１）まず，図①のように半径６㎝で中心角４８度のおうぎ形の弧をえがきます。もとの位置に戻るまでに

は図②のようになるので，６×２×３.１４×
４８

３６０
×１０＝５０.２４（㎝）です。 

 

   図①                   図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）図③の太線の長さを求めます。図④の太線で囲んだ四角形はひし形なので，図の角度が成り立ち，か

げをつけたおうぎ形の中心角は３６度です。よって，６×２×３.１４×
３６

３６０
×１０＝３７.６８（㎝）

です。 

 

   図③                    図④ 
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